
３回生 必修教科「理科」授業のシラバス 
教科名 理科 科目名 理科３＋生物基礎（３５時間） 単位数 １４０ 時間 

科目の 

目標 

○自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本的な技能を身に付け

る。 
○観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。 
○自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。 

教科書 未来へひろがるサイエンス２（啓林館） 副教材 新中学問題集 理科２年（教育開発出版） 

１ 学習の目標 

【中学内容】 
（１）見通しをもって観察、実験などを行い、その結果（や資料）を分析して解釈し、【特徴、規則性、関係性】を見いだして表現できる。ま

た、探究の過程を振り返ることができる。 

（２）物質やエネルギーに関する事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。 
（３）生命や地球に関する事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度、生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度を養

う。 

【生物基礎】 
（１）観察、実験などを通して探求し、【規則性、関係性、特徴など】を見出して表現することができる。 
（２）主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。 

２ 学習の方法 
（１）予習について 
○授業前に学習範囲の教科書に目を通しておいてください。授業内容の理解がスムーズになります。 

○実験の前の授業でプリントを配布する場合があります。このときは、実験の流れについて頭に入れておくようにしてください。 
（２）授業について 

○ファイルを購入しておりません。ノートを 1 冊用意してください。 

○教室における板書中心の授業と実験室における実験・観察の授業を行います。 
○実験・観察の授業後は、結果や考察などをまとめたレポートを家庭学習にて作成し、次の授業に提出します。 

（３）復習について 

○日々の学習内容をしっかりと定着させるために、復習を重視してください。スタディサプリなどを活用して、その日のうちに定着させ 
ましょう。 

〈学習アドバイス〉 
○私たちの身の回りで起こる自然現象には、すべて原因があります。理科という学問は、その原因を様々な科学的視点から考えようとす
る科目です。授業では、実験や観察を行いながら、その仕組みについて考えることが重要です。授業後のレポート作成における、「考察」

を大切にしましょう。 
○授業の板書だけではなく、気づいたことや先生が話したこともノートに記録するなど、自分自身で活用する姿勢が大切です。 

３ 評価について 
（１）評価の観点 

観 点 趣 旨 

①知識・技能 
自然の事物・現象についての基本的な概念や原理・法則などを理解しているとともに、科学的に探究するために必

要な観察、実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を養う。 

②思考・判断・表現 
自然の事物・現象から問題を見いだし、見通しをもって観察、実験などを行い、得られた結果を分析して解釈し、
表現するなど、科学的に探究する力を養う。 

③主体的に学習に取
り組む態度 

自然の事物・現象に進んで関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、科学的に探究しようとする力を養う。 

（２）評価の方法（以下観点①～③は「（１）評価の観点」と対応する） 

評価材料  
観点 

定期 
考査 

単元 
ﾃｽﾄ 

小 
ﾃｽﾄ 

実技 
実習 

発言
発表 

作品 
レポ 
―ト 

ﾉｰﾄ 
ワーク
シート 

討議    
 

①知識・技能 ◎ ○ ○    ○  ○      

②思考・判断・表現 ◎ ○ ○ ○   ◎  ○      

③主体的に学習に取り組む態度  ○  ○ ○  ◎ ○ ○ ○     

 

〈担当者からのメッセージ〉 
○理科という教科は、まず基礎的な知識や法則をしっかりと理解することが必要です。なぜなら、理科において重視される思考力や判断

力は、知識がもとになって伸びる力だからです。学習内容が多い分、しっかりと復習し定着させましょう。 
○観察や実験は、２人もしくは４人グループで行います。仲間と協力し、また役割を分担して取り組むことが必要です。結果はグループ全
員で共有することになりますので、役割に責任を持ち、集中して取り組む姿勢が重要です。 

○実験によっては、危険な薬品や道具を使用します。説明をよく聞き、緊張感を持って実験にのぞんでください。 

■本校で目指す生徒像と身につける資質・能力 

高い知性 豊かな人間性 健康な心身 郷土愛と国際性 

探求心 情報活用力 調整力 

自律心 寛容さ 感受性 
生命尊 

重の心 

強くし

なやか

な心身 

日本人

として

の誇り 

多様性 

の尊重 
関心 

・意欲 

問題 

発見力 

情報 

収集力 

論理的 

思考力 

共感的 

態度 

意見交換 

・調整力 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ 
課題に関

心を持ち、

問題発見・

解決へ向

けて意欲

的に取り

組むこと

ができる。 

生じてい

る問題や

今後生じ

うる問題

について

理解し、解

決方法を

提案する

ことがで

きる。 

多様な視

点から必

要な情報

を収集し、

整理・分析

して、意見

に結びつ

けること

ができる 

事象や関

係を把握

し、多様な

情報を整

理・分析

し、論理的

に思考す

ることが

できる 

相手の感

情、思考、

行動を理

解し、共感

を示すこ

とができ

る。 

他者の主

張を理解

し、自分の

主張と調

整し、互い

に納得で

きる結論

を得るこ

とができ

る。 

強い意志

をもち、周

囲に流さ

れること

なく、困難

に立ち向

かうこと

ができる。 

異なる価

値観や多

様な特質

を理解し、

尊重しな

がら、互い

を高め合

うことが

できる。 

有形無形

の美や自

然に対し、

その価値

を素直に

受け止め

ることが

できる。 

命の尊さ

と健康の

大切さを

理解し、何

より自他

の生命を

尊重する

ことがで

きる。 

困難に負

けない強

い心と体

をもち、あ

らゆる課

題に対し

て柔軟な

対応がで

きる。 

郷土に対

する深い

理解と愛

着をもち、

日本のよ

さを伝え

ることが

できる。 

世界の多

様性を理

解し、多面

的・多角的

な視野か

ら他者と

接するこ

とができ

る。 

 
 
 
 



４ 授業計画   ※【知識・技能】→①、【思考・判断・表現】→②、【主体的に学習に取り組む態度】→③ 
月 単元 学習内容 評価の観点 考査等 資質・能力 
４ 
 
 
 
 
５ 
 
 

『物質』化学変化とイオン 
 １章 水溶液とイオン 
 
 ２章 電池とイオン 
 
 ３章 酸・アルカリと塩 
 
■力だめし 

・実験を通して、水溶液には電流を通すものと
通さないものがあることを理解する。 
・電気分解、電気泳動の実験より、電気を帯び
た粒子の存在を考察し、原子の構造とイオンの
生成過程と関連づける。 
・電池の実験を通して、エネルギーの変換と電
極における変化のしくみを理解する。 
・身の回りの物質を酸性・アルカリ性の水溶液
に分類し、酸やアルカリに関心を持つ。 
・酸やアルカリの特性が、水素イオンと水酸化
物イオンによることを理解する。 
・中和滴定の実験を行い、変化をモデルをもと
に考察し、中和と中性の違いを理解する。 
・イオンと生命活動維持との関連を理解する。 

①塩酸に電流を通し、各電極で発生する気体に
ついて、正しく安全に実験できる。電離の様子
をイオン式により表すことができる。中和によ
って塩を生成する実験において、こまごめピペ
ットを正しく使用している。中和と中性の違い
について理解している。 
②塩化銅水溶液中では、電気を帯びた粒子が存
在していることを推論し、説明できる。実験結
果から、酸性やアルカリ性の水溶液の共通な性
質を判断し、説明している。 
③見通しを持ったり、振り返りができる。 

 
単元①・観点別Ｔ 
 
単元②・観点別Ｔ 
 
単元③・観点別Ｔ 
 
 
 
 
 
 
 
１学期中間考査 

 
BD 
 
BD 
 
BD  

６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 
 
 
 
 
 
 
 
８ 
 

『エネルギー』運動とエネ
ルギー 
 １章 力の合成と分解 
 
 ２章 物体の運動 
 
 
 
 
 
 ３章 仕事とエネルギー 
 
４章 多様なエネルギー 

とその移り変わり 
 
 
 
 
 
 ５章 エネルギー資源と 

その利用 
 
■力だめし 

・ストロボ写真をもとに運動が始まる原因を考
察する。 
・２力がつり合う条件から、つり合いと合力、
分力の求め方を理解し、「平行四辺形の法則」に
より作図の技法を習得する。 
・記録タイマーの実験結果をもとに、物体には
たらく力と運動との関係を理解する。 
・平面上を動く物体にはたらく摩擦力と等速直
線運動の関係を考察する。 
・慣性の法則を学び、身近な現象に対して関心
を持ち、原理について考察する。 
・仕事の量の求め方と仕事の原理を理解し、仕
事としてのエネルギー、力学的エネルギーの保
存について考察する。 
・仕事率の求め方と単位を理解する。 
・位置エネルギーは高さと質量、運動エネルギ
ーは速さと質量に関係していることを学び、互
いに移り変わること理解する。 
・エネルギーの種類とエネルギーの移り変わり
を学び、エネルギーの総量が一定に保たれるこ
とを理解する。 
・人間は多様なエネルギー資源を消費し活動し
ていることを学び、エネルギー資源の確保と環
境保全の両面の重要性を認識する。 
・『エネルギー』分野の復習と確認 

①角度をもつ２力の合力と分力を、作図によっ
て求めることができる。 
②記録タイマーを操作し、物体の運動の記録を
とるとともに、読み取ったデータを適切に処理
し、グラフ化することができる。記録されたテ
ープから物体の運動の様子を考察することがで
きる。 
③見通しを持ったり、振り返りができる。 
 
 
①位置エネルギーの大きさと高さや質量の関係
を正しくグラフに表すことができる。エネルギ
ーは相互変換は可能だが、総量は一定であり、
変換・利用効率を高めることの重要性を理解し
ている。 
②重力に逆らう仕事の量は、物体の重さと持ち
上げた高さとの積であると見いだすことができ
る。 
 
①放射線の性質について知識を身につけてい
る。 
②さまざまな発電方法の長所、短所を調べ、比
較することができる。 
③見通しを持ったり、振り返りができる。 

 
 
単元①・観点別Ｔ 
 
単元②・観点別Ｔ 
 
 
 
 
 
単元③・観点別Ｔ 
 
単元④・観点別Ｔ 
 
 
 
 
 
 
単元⑤・観点別Ｔ 
 
 
 
 
１学期期末考査 

 
 
BD 
 
 
 
 
 
 
 
BCD 
 
 
 
 
 
 
 
 
ACF 
 

９ 
 
１
０ 
 
１
１ 
 

『地球』宇宙を観る 
 １章 地球から宇宙へ 
 ２章 太陽と恒星の動き 
 
 
 ３章 月と金星の動きと 

見え方 
 
■力だめし 

・宇宙と身近な生活の密接さに関心を高める。 
・太陽や星の日周運動は、地球の自転によって
起こっていることを理解する。 
・季節によって見える星座が異なり、太陽の南
中高度が変化する原理を考察する。 
・太陽系の天体の特徴、惑星・小惑星等が、太
陽の周りを公転していることを理解する。 
・惑星や月の見え方は、地球や太陽の位置関係
によって変化することを考察する。 
・太陽の観察を通して太陽の特徴を理解する。 
・太陽は銀河系の恒星の１つであり、宇宙には
星の集団が多数あることを理解する。 
・『地球』分野の復習と確認 
・遥か昔の宇宙の姿を表す銀河について学ぶ。 

①日食・月食の現象を理解し、太陽・月・地球
の位置関係を理解する。天体望遠鏡を用いて太
陽表面を観察し、結果を記録することができる。
同時刻に観測すると、星座は毎日約１°東から
西へ移動していることを理解している。 
②星の１日の動きを記録することができる。太
陽系の惑星は、太陽からの距離が遠い惑星ほど
公転周期が長いことを求められる。 
③見通しを持ったり、振り返りができる。 

 
単元①・観点別Ｔ 
単元②・観点別Ｔ 
 
 
単元③・観点別Ｔ 
 
 
 
 
 
 
 
２学期中間考査 

 
ACEF 
AJ 
 
 
ADJ 
 

１
２ 
 
 
 

（生物基礎） 
第 3編 生物の多様性と生 

態系 
第 4章 植生の多様性と 

分布 
 
 
 
第 5章 生態系とその保 
    全 

 
 

 
 
 
・植生の遷移に関する資料に基づいて、遷移の
要因を見いだして理解する。 
・植生の遷移をバイオームと関連付けて理解す
る。 
 
・生態系と生物の多様性に関する観察、実験を
行い、生態系における生物の種多様性を見いだ
して理解する。 
・生物の種多様性と生物間の関係生徒を関連付
けて理解する。 
・生態系のバランスと人為的かく乱を関連付け
て理解する。 
・生態系の保全の重要性を理解する。 

①植生の遷移の過程と、遷移が進行する要因に
ついて理解している。 
①世界および日本に見られるさまざまなバイオ
ームが、気温と降水量の違いに起因して成立し
ていることを理解している。 
②遷移の過程を示した資料をもとに、遷移の過
程で裸地から低木林に移り変わる要因、植生の
樹種が交代する要因について考察し、説明でき
る。 
②二次遷移が一次遷移に比べて速く進行する理
由を考え、説明することができる。 
③植生と遷移に関心をもち、主体的に学習に取
り組める。 
 
①生態系のバランスが保たれているとはどのよ
うな状態かを理解している。 
①生態系の保全のために、どのような活動が行
われているかを理解している。 
②生活排水の流入による生物の個体数と水質の
変化のグラフをもとに、自然浄化のしくみを考
察し、説明できる。 
②外来生物の移入前後の在来魚の漁獲量の変化
を示した資料をもとに、外来生物が在来魚に与
えた影響を考察し、説明できる。 
③生態系のバランスと保全に関心をもち、主体
的に学習に取り組める。 

 
 
 
 
 
 
単元テスト・ 
観点別 
 
 
 
 
 
 
単元テスト・ 
観点別 

 
 
 
ADJ 
 
 
 
 
AＢＩＪ 
 
 

１ 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
３ 
 

（生物基礎） 
第１編 生物と遺伝子 
 第１章 生物の特徴 
 
 
 
 
第２章 遺伝子とそのは 

たらき 
 
 
 
 
 
 
第２編 生物の体内環境の
維持 
 第３章 生物の体内環境 

・多様性と共通性を考察し、また共通性の由来
を理解する。 
・細胞のつくりと種々の生物の共通点と相違点
を考察する。特に呼吸と光合成について、物質
の合成と分解、エネルギー代謝を学ぶ。 
 
 
・ＤＮＡの構造と研究の歴史を学ぶ。 
・遺伝情報を元にタンパク質が作られ、その結
果、形質が発現する過程を学ぶ。 
・細胞分裂時のＤＮＡの振る舞いを学ぶ。 
 
 
 
 
・血液の成分とその循環を学ぶ。 
・ホルモンの働きを学ぶ。 
・病原菌などを排除して体内環境を維持するし
くみを学ぶ。 

①酵素が様々な生物現象と関係することを理解
している。 
②エネルギー代謝について呼吸と光合成の役割
から考察できる。細胞や組織に機能に適した構
造があることを観察する。 
③見通しを持ったり、振り返りができる。 
 
①ＤＮＡの構造、また遺伝子情報の伝え方を理
解している。 
②ＤＮＡの暗号を読解し、アミノ酸の配列を導
き出すことができる。体細胞分裂での染色体分
離とＤＮＡ量の変化の関係を考察することがで
きる。 
③見通しを持ったり、振り返りができる。 
 
①自分自身の自律神経のはたらきについて、相
互の関連性を理解している。 
②免疫現象と免疫の応用について、総合的に考
察できる。 
③見通しを持ったり、振り返りができる。 

 
 
 
 
単元テスト・ 
観点別 
 
 
 
単元テスト・ 
観点別 
 
 
２学期期末考査 

 
 
ACDJ 
 
 
 
 
DJ 
 
 



 
 


